
会　　議　　録
会 議 名 第１回まちづくり委員会

開催日時 平成２０年２月１８日（月）　午後６時３０分～８時００分

場　　所 第６会議室

出 席 者

（敬称略）

（委員）垣内勝司、根橋久子、野沢宏明、牛丸喜美子、三堀善業、

原美子、倉田英勇、遠藤清文、熊谷久司、小林代治、小澤一智、山寺

恭子、中谷一美

（町）町長、小澤、向山、一ノ瀬、翠川

出席人数

委　員 　１３人

欠 席 者

（敬称略）

（委員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名

町 ４人

計 １７人

会議次第 1．開　会　

2．委員の委嘱

3．町長あいさつ

4．自己紹介

5．経過説明

6．協議事項

　（１）正・副委員長の選出について

　（２）委員会の進め方について

7．その他

8．閉会　

資　　料 （事前配付資料）・辰野町まちづくり委員会設置要綱

　　　　　　　　・辰野町まちづくり委員会名簿

　　　　　　　　・辰野町協働のまちづくり指針

　　　　　　　　・辰野町第四次総合計画後期基本計画

（当日配布資料）・地域づくりの知恵袋（長野県総務部市町村課まちづくり支援室）

　　　　　　　　・平成１９年度町勢要覧

会議結果 ○正・副委員長の選出について

　　委員長　　垣内　勝司

　　副委員長　根橋　久子

○委員会の進め方について

　・まずは辰野町協働のまちづくり指針の勉強会を実施し、その中で協議すべき事

　　項を探る。

　・会議は月１回程度のペースで開催し、協議内容や意見・質問等はなるべく事前

　　に事務局に提出し、資料等として用意することで議論がスムーズで活発になる。　

　・次回委員会　平成２０年３月１７日（月）　午後６時３０分〜

発言者 発言の内容

町長挨拶

町長 本日は、まちづくり委員会にご出席いただきありがとうございます。

いよいよ地方切捨てという言葉が浸透してきまして、人口だけで判断するので民主

主義の弱いところです。交付金も下げられつらい時ですが、こういう時こそ知恵を

絞って、あれもこれもできませんので、あれかこれかの選択集中でのりきりたい。

第１期の委員会は第四次行財政改革大綱に基づいてＨ１７～昨年８月までの２年間、

後期基本計画の策定への答申や諮問機関としてのご意見をいただきました。

みなさんには、ＣＳ（顧客満足度）を含んでの行政評価や協働のまちづくりの基本ベ
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ースをさらに進捗させていただいて、本物の協働のまちづくりが進むようにお願いし

たい。皆さんの英知が集結されて立派な協働のまちづくりがさらに拡大され、進展し

町が発展することを期待します。

協議事項 （１）正・副委員長の選出 　　 委員長に垣内勝司氏、副委員長に根橋久子氏が就任

（２）委員会の進め方について

委員長 まず２期目の委員に意見を伺います。

Ｕ委員 １期目の委員さんは、いきなり大変だと思うので最初は、まちづくり指針を見直し、

復習・勉強をしていくのが良いのでは。

Ｍ委員 同じく１期のときに作成した指針の勉強から始めればこれから進める形が見えてく

るのではないかと思います。

Ｋ委員 町には、福祉プランや防災計画などいろいろな計画があるが、まちづくり指針との

整合性はどのようになっているのか説明をお願いしたい。

事務局 それぞれの部署で計画をもっているが、広い意味ですべてに協働の必要性が重要に

なってきている。それぞれの計画にも協働が組み込まれているが、その背景となる

協働の必要性を包括的に議論する場がまちづくり委員会であると思う。後期基本計

画には協働が欠かせないということが盛り込まれているので、その部分をまちづく

り委員会で評価・検証していくことも大きなテーマの一つです。事務局ではこの部

分も協議いただき、第五次基本計画につなげていきたい。

委員長 この件については、事務局で次回までに文書、この委員会の行き先はどこなのかと

いう部分も含めて用意願いたい。

事務局 次回までに各部署にどのような計画があるか拾い出します。

Ｋ委員 進め方として、具体的なテーマに絞って議論したほうが良いのでは。まずは人口問題、

次に財政問題。協働という大きなテーマでは、ぼけてしまうのではないか。

事務局 第１期の経過から、まずはテーマを絞って集中的に協議してからつぎのステップに

進んでいくという方法は当時の経験からして、非常に有意義でした。

委員長 第１期の経験から、委員の皆さんに意見のある場合は事前に事務局に提出していた

だくと、資料もできますし、議論がスムーズに活発になるのでお願いしたい。事務

局も大変だと思うがお願いします。また、最近は悪い悪いという意見が多いが、ま

ちづくり委員会では、悪いところをどうしていけばよいかというプラス思考の意見

をお願いしたい。内容やまとめが良い方向に向かうと思う。委員会開催のペースは。

事務局 開催ペースについても委員の皆さんの意向でお願いしたい。参考までに第１期では

月１回程度で開いていました。

委員長 月１回程度であれば、資料や議事録等の関係でも良いと思います。また、資料は事

前に勉強してきていただくと、スムーズに意見がまとまるのでお願いしたい。

次回は指針の勉強会ということでお願いします。
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（３）その他　　次回　３月１７日（月）

事務局 本委員会の進め方についてですが、事務局は求められれば発言いたしますので、委

員の皆様の自由で活発な意見を柱に考えていきたい。また、報酬については規定ど

おり支払うこととしますのでご了承ください。
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